
身
延
山
久
遠
寺
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
、
身
延
山
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
（
一
四
一
三
～
一
五
○
○
）
の
第
五
百
遠
忌

法
要
が
昨
年
の
六
月
二
十
五
日
、
久
遠
寺
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
た
。
こ
の
日
朝
の
五
百
遠
忌
の
年
に
華
を
添
え
る
か
の
よ

う
に
、
第
五
十
二
回
「
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
が
、
当
番
校
で
あ
る
身
延
山
大
学
に
お
い
て
十
一
月
四
・
五
の
両

日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
総
勢
四
十
二
名
の
方
々
の
御
発
表
と
大
会
関
係
者
の
御
協
力
に
よ
り
、
充
実
し
た
発
表
大
会

を
閉
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
対
し
、
先
ず
は
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の
発
表
大
会
で
は
、
日
朝
の
五
百
遠
忌
を
記
念
し
て
標
題
〈
行
学
院
日
朝
上
人
の
研
究
〉
の
も
と
、
身
延
山
大

学
学
長
・
浅
井
圓
道
、
立
正
大
学
教
授
・
冠
賢
一
、
同
．
北
川
前
肇
、
身
延
山
大
学
講
師
・
望
月
真
澄
、
の
四
氏
に
発

表
を
願
い
、
さ
ら
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
色
々
な
質
問
と
意
見
が
討
議
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
納
得
し
深
く
感
銘

を
受
け
た
。
こ
の
様
な
形
の
特
別
発
表
の
真
の
狙
い
は
、
日
朝
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し

で
も
日
朝
の
実
像
に
近
ず
き
知
っ
て
行
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。

日
朝
が
活
躍
し
た
室
町
前
期
は
、
日
蓮
聖
人
入
滅
後
百
数
十
年
に
し
て
、
よ
う
や
く
全
国
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
た
時

期
で
、
教
団
の
教
線
拡
張
の
主
力
は
関
西
方
面
に
移
っ
て
い
た
観
を
強
く
す
る
時
で
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
京
四
条
の
妙

顕
寺
・
六
条
の
本
国
寺
を
二
大
拠
点
と
し
て
展
開
し
、
各
門
流
と
も
に
分
離
独
立
が
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
故
に
、
宗

門
史
上
に
お
い
て
は
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
た
、
幾
多
の
高
僧
を
輩
出
す
る
結
果
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

日
像
の
四
条
門
流
か
ら
は
龍
華
院
日
実
（
一
三
一
八
～
一
三
七
八
）
に
よ
り
妙
覚
寺
が
、
仏
性
院
日
慶
（
一
三
九
七
～
一

巻
頭
言



四
七
八
）
は
妙
蓮
寺
を
、
慶
林
坊
日
隆
（
一
三
八
五
～
一
四
六
○
）
は
本
能
寺
、
常
不
軽
院
日
真
（
一
四
四
四
～
一
五
二

八
）
は
本
隆
寺
を
創
建
し
そ
れ
ぞ
れ
が
分
立
し
て
い
っ
た
。
六
条
門
流
か
ら
は
円
光
日
陣
（
一
三
三
九
～
一
四
一
九
）
が

本
禅
寺
を
、
中
山
門
流
に
お
い
て
は
玄
妙
日
什
（
一
三
一
四
～
一
三
九
一
）
が
妙
満
寺
を
開
創
し
て
独
立
し
、
さ
ら
に
久

遠
成
院
日
親
（
一
四
○
七
～
一
四
八
八
）
は
本
法
寺
を
創
立
し
て
分
立
し
た
。
以
上
の
ご
と
く
、
ま
さ
に
各
門
流
が
分
立

伸
張
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
日
隆
で
あ
る
。

日
隆
は
法
華
宗
（
本
門
流
）
、
本
門
仏
立
宗
、
本
門
法
華
宗
、
そ
の
他
八
品
門
流
系
の
祖
と
仰
が
れ
る
人
物
で
あ
る
。

日
隆
は
十
才
で
得
度
、
十
八
才
の
と
き
四
条
妙
顕
寺
日
露
の
門
に
入
っ
た
が
、
日
露
遷
化
の
後
、
後
住
月
明
の
化
儀
・
化

法
の
乱
れ
を
諌
言
し
出
寺
し
た
。
そ
の
ご
叡
山
、
三
井
、
高
野
の
諸
宗
を
は
じ
め
、
教
団
の
碩
学
を
訪
ね
て
学
ん
だ
。
永

亨
元
年
（
一
四
二
九
）
、
京
の
豪
商
小
袖
屋
宗
句
の
請
い
を
う
け
て
本
応
寺
を
創
し
、
同
年
「
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』

を
洛
中
の
各
派
諸
山
に
廻
達
し
た
。
そ
の
内
容
は
本
迩
勝
劣
・
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
宗
要
を
閏
明
に
し
た
点
に
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
本
迩
一
致
を
説
く
身
延
山
と
は
対
立
し
た
。
日
隆
の
著
述
は
日
顕
の
「
御
聖
教
目
録
」
に
よ
る
と
三
百

数
十
巻
が
記
録
さ
れ
、
尼
崎
本
興
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
。
古
来
よ
り
身
延
の
学
匠
日
朝
と
比
肩
さ
れ
、
「
東
朝
西
隆
」

東
西
の
双
壁
と
い
わ
れ
る
日
朝
は
、
東
国
に
生
ま
れ
東
国
で
活
躍
し
、
東
国
身
延
山
で
示
寂
し
た
。
身
延
在
職
三
十
八

年
の
間
の
活
躍
は
三
点
に
集
約
す
る
事
が
出
来
る
。
㈲
に
は
、
西
谷
の
狭
院
に
点
在
し
て
い
た
久
遠
寺
の
諸
堂
宇
を
現
在

ほ
っ
そ
く

地
に
移
し
、
規
模
を
一
新
し
た
事
。
口
に
は
、
身
延
山
の
年
中
・
月
行
事
の
制
度
を
定
め
、
諸
種
の
法
則
を
莫
定
し
確
立

し
た
事
。
日
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
遺
文
「
録
内
」
「
録
外
」
を
蒐
集
書
写
し
、
そ
の
注
釈
を
遂
げ
た
事
、
等
々
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。



本
号
は
第
三
号
に
引
き
続
き
、
日
朝
の
五
百
遠
忌
特
集
と
さ
せ
て
頂
い
た
。
な
お
日
蓮
教
学
研
究
発
表
大
会
に
お
い
て

御
発
表
下
さ
っ
た
本
学
の
二
名
の
方
の
論
稿
と
、
身
延
山
の
伝
説
・
口
碑
の
論
稿
も
合
せ
て
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
一
つ

は
、
国
語
学
・
言
語
学
の
面
に
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
二
つ
は
、
眼
病
守
護
の
神
様
と
し
て
絶
大
な
信
仰
を
あ
つ

め
る
「
日
朝
信
仰
」
の
諸
形
態
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
特
集
号
を
も
っ
て
日
朝
上
人
に
報
謝
し
、
新
た
な
日
朝
研
究
に
踏
み
だ
す
事
を
研
究
所
一
同
が
誓
い
、
結

最
後
に
、
寺

ぴ
と
し
た
い
。

あ
る
。

さ
ら
に
教
学
面
に
お
い
て
は
当
時
の
中
古
天
台
教
学
を
摂
取
し
て
、
本
迩
一
致
教
学
の
組
織
に
努
め
た
事
は
重
要
で
あ

る
。
ま
た
当
時
の
仏
教
・
各
宗
の
教
学
、
そ
の
学
の
広
さ
は
当
代
一
流
の
学
匠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
著
述
も
彪
大
で
あ

る
。
古
来
よ
り
約
六
十
部
七
百
五
十
余
巻
と
伝
え
ら
れ
、
「
身
延
文
庫
」
所
蔵
は
約
六
百
巻
を
数
え
る
。

身
延
山
で
は
日
朝
五
百
遠
忌
を
機
に
、
身
延
文
庫
所
蔵
の
約
六
百
巻
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
写
し
収
め
、
現
在
、
典

籍
目
録
を
作
成
中
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
目
録
の
出
版
に
よ
っ
て
新
た
に
日
朝
研
究
が
出
発
す
る
こ
と
を
期
す
も
の
で

平
成
十
二
年
二
月
二
十
五
日

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長

宮
ｊ
了
篤
識


